




























































































































われる [増村 1996]1｡その後､昭和25年に制定された ｢墓地､埋葬等に関する法律｣では､家墓と
同株､納骨堂は焼眉を入れる施設として認められ､立地場所や管理方法等についても示されているO
そして,誕生時点から数がますます増加の傾向にある｡｢昭和40(1965)年度に5349か所であった納





































参考とする｡期弼 平成17年12月21日(水)午後6時から平成17年12月27日 (火)午後6時まで｡方法 モニター
がインター ネットを利用して､7ンケート専用ホ-ムページから回答を入力｡対象500人で､満加炭以上の都民｡

















































演田原治郎は基地の使用権の本質を述べる中で､墓の 尊乾性 固`走性'`永続性 'という三つの基
本的な性格を挙げている [栃村 1996].墓は聖なるものとして崇拝の対象となるo先祖が永眠する























































































































































































































































































































































清風会 http//wwwchlktlSenkyDCOm/selhu4htm アクセス日 2010/10/25
